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富生労衝省  2 主な調査結果  

（1）投与の年月について回答があっγ ．∴∴し 

医療手長関数  

Press Release  

平成21年7月24日  

医薬食品局血液対策課  

（担当・内線）課長 亀井（2900）  

企画官 光岡（2901）  

（電 話 代 表）03（3595）2395  

（F A X）03（3507）9064  

元患者数  

（2）上記以外「こ、過去に投与の三長 

では投与の年月は特定できない二  

医療寝間数  

元患者数  

（3）（1）と（2）の合計  

医療機関数  

元患者数  

）ノ  

報道掛′系者 各位  

フィブリノゲン製剤納入先医療機関の追加調査について   
】＼つ  

平成「6年12薫9日に公表したフィブリノゲン製剤納入先医療機関を対象として、  

平定1∈ヰ11月「ノヨ付で実施した追加調査の結果について、平成21年7月10日ま  

三にE上てJた三凛そ．ニ三「娼からの回答を取りまとめた状況をお知らせいたします。  

（※2）厚生労働省ホームページ【二 干∴／  

製剤納入先医療機関名の再公王＼つ二  

関の「備考」閥に、「フィブ．  

いるとの報告あり。」と言己三∴ノ 

■   

（1ニ ニ、フ∴」ま：三∴室；一．三．月   平成19年11月7日～12月5日（※1）  

（ただし、現在も回収中）  

ノ（1）のこr三ノ査以謹、平成20年8月25日及び平成21年1月1（5日にも元患者の  

万へのお貫こらせ状況等について再度調査を行っており、（3）回答施設数以降はそれ  

らの．㍍某を三強したものである。  

（2）這㌍謡登米設定遠慮  医療機関 6．609施設  

：二ま15年上表施設のうち、所在地等が不明であった施設を除いた医療機関）  

（3）ェ仁▼りこ仁文人、  

三三′r云16年公王E引こ存続していた5，396施設のうち、5．280施設（98％）  

乃＼ら三吉が禿二た。  

な乙；∴ こご）ほ：つ＼平成16年公表時に廃院等していた1．213施設のうち、496  
■ 

ノミ互≡＿三から三憲二こぁった〔  

（4）元患者の方への投与の事実の～；∴  

お知らせした  

お知らせしていない  

（※3）元患者の方に一人でも投与の二∴⊥≦こ予∴．ズニ・ら 



＼カリ茨ノ  

投与の年月について回答があっ∴二元‡エ着丈三J）ニューヒニ ぐ二【  

投与年  （5）診療録等の保管状況  

平成6年以前の診療録等が次のいずれかにより保管されている施設数   

（括弧内は調査対象施設数に対する割合）  

ノ＼｝l   

昭和39年  

40年  

41年  

42年  

43年  

44年  

45年  

46年  

47年  

48年  

49年  

50年  

51年  

52年  

53年  

54年  

55年  

56年  

57年  

58年  

59年  

60年  

61年  

62年  

63年  

平成 元年  

2年  

3年  

4年  

5年  

6年  

2．030施設（31％）（※4）  

1，509施設（23％）  

1，581施設（24％）   

136施設（2％）   

139施設（2％）  

271施設（4％）  

78施設（1％）  

281施設（4％）  

285施設（4％）  

（内訳）（‡く5）   

診療録こカルテ）   

手術記録あるいは分娩記録   

製剤使用貴   

処方箋   

輸液箋あるいは注射指示箋   

レセプトの写し   

入院サマリーあるいは退院サマリー   

その他の書頴  

（※4）平成16年の調査では「昭和63年6月30日以前にフィブリノゲン製剤を投与し  

た記録（言多薫録、使ノ司簿など）が保管されていますか。」との設問であったのに対し、  

今回の調査では 、「平成6年以前のカルテ等の各種書類が保管されていますか。」と  

の設問であったため、保管していると回答した施設の割合が異なったものと思われる。  

（※5）厚生労働省ホームページ「C型肝炎ウイルス検査受診の呼びかけ（フィブリノゲン  

製剤絹入光圧環境関名の再公表について）」の公表医療機関等リスト上の「カルテ等  

の有無」†：ご‖ニ、平成6年以前のカルテ等の記録が一部でも保管されている場合、△印  

を付していたが、さらに保管されている記録の保管期間、保管状況等を記載した。  
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ひと、くらし、みらいの定めに 厚生労働省  

L∫」nlゝレyc†ト1eコ√rLし高圧J一之q〇項鵜沼  

Press Release  

平成21年7月17日（金）  

医薬食品局総務課医薬品副作用被害対策室   

室長補佐：岡村 （内線）2717   

管理係長：近藤 （内線）2718   

（直通）03－3595－2400  

報道関係者 各位  

C型肝炎訴訟の和解について   

田辺三菱製真珠式会社等における∴′ニ∴テ書こミの嵩言∴∴ン∵ノノ   

才こ≡三、三′ノ子潟±こプ∴∴1；；に左いて、下記のとおり和解が成立しましたので、お知らせ   

＝仁 
田辺三菱製菜株式会社から、同社エ  ∴⊥へニー∵ン 

求への対応状況等について報告が払り㌧ L ノ・ノニ「 

キ号∴＝つ年1ノニ∴∴∴「む畑放こ係属している原告（患者数7人）についての和解。  
「   

震∠1i．〕／三′ミは以∴㌧  ノこLン。  

ブイプノノケン 5人   

㌫＝′：玉子製宍ト ′一スマシン） 2人  

上記の走扶は、ラ〔ニニ▲1人、慢性肝炎3人、無症候性キャリア3人である。  

○キ∴≒；宇成三ノ、、㌫   1113人   

○斉ノニ規i去訴等人㌫   1475人 （7月16日現在）   

・これまでに和解が成立した人数（患   

L∴二 

一 



ひと、くらし、みらいのために 厚生労働省  

仙痛町狛廟紺．L月ヒ0．】「and仇■扇ね柁  

ヨ三三：三…至乏望票掠式会社王事における個人情報の開示請求への対応等について  

（6月23日までの受付分及び回答分）  こLRFワ「i▼  T                    」J」・Y  

－二＝－く、＿ ＿  

1・侶／1＼惰藍藻話法による桔式会社ベネシスに対する開示請求について  

・開示請求件数  101件（101）〔17〕  

（）は回答数〔〕は418例に含まれる数  

シ最 前回の公表分（5月26日までの受付分及び回答分）は以下の通り。   

・閲示言古求件数  100件く100）〔17〕  

報道関係者 各位  

血液凝固因子製剤の抽入圭 二三ノニ⊥≡・．告工   

2・4†8例に閲する已辺三菱≡製薬株式会社に対する情報照会請求について  

惜需照会詣求件凝  3262件（3262）〔33〕  

（）は回答数〔）は418例に含まれる数  

盲i柏ノ）公表分（5声′26日までの受付分及び回答分）は以下の通り。  

清軋照会請求件数  3259件（3259）〔33〕  

血液凝固因子製剤の納入先医療機関たや・頁′ニ  

1－－ ∴－ ‾ ‾  
．－  

1．調査等の状況  

（1）調査実施期間 平成20年2月5［へ∴声 
／J▼ －ノーJ  

irr 

（2）対象製剤 28製剤  

（3）対象製剤納入企業数12社（ 

（4）対象施設数  

・企業から提出された対象製 

施設や不明施設等を含む）  

・このうち、所在地等が不明 

（5）回答施設数  

・調査票を送付した2′630施設の 

（なお、118施設（4％）は廃院・ 



い■∴こ＼」   

①加熱・非景熱別の投与実態  

◆ 非1硝l製剤  ユ′447吉  

◆ 加誉三ミ箋2斉リ  311人  

‡；‡なお、非加雲1ニーLr淀も‡箆］L二二∴ 

．丁たと特定された人奴ごニ∴：  

②製剤の種霊ごとの投与実態  

◆ 第Ⅷ因子製剤 161人 ㌧二  

◆ 第Ⅸ国子製剤 1′593人  

◆ その他製剤  4人 ししう．  

③対象製剤ごとの投与実態  

己ノ〇∴上1＿′丁＝ニ†くリノヤー九二三こて  

し1）′jヒこ、－ご二二〔’J二∴1′ミさ′j、：て」1千鳥風の投与の実態  

血友病直悪者二の 

ご（カニソ工r十こう’】了〕み及び名称不明含む）   

合 計  2′899施設  

1＝ンコエイト  17S∴  

…三ニ；：ニ‡8   

非F2プコフィレート3∴ 毒】臣   

因 5 ヘモフィルH   
ン  

8 ノ＼イクリオ  

」旦∴   
加 9 ＝ンコエイトHTL 9∴   

剤14 ハ／リリオHT l   

単純／合計（遷竃昌ノ   

⊥蒼顔瀞与をノ紛ぐ∴   

11  

、  

1   

ノ▲・′－十㌧訂※霊、調査凛が未達であった118施設のうち、平成8年調査結果等の情報に  
、こ〕ナ∫プ己さ    ∴冥、 

こCウラそ♂）うち、Cへトい〕分莞に該当する施設を、血友病以外の患者に血液凝周因子製剤  

を投与した可能性′くミノ．トノ㌧る′宣設（1′S16施設）として、ホームページで医療機関名等を公表し  

2）止」左病以外の婁÷へ刀五戒凝固因子製剤の投与実態  

子製剤の投与が判明した医療機関数と元患者数  

∵エお、元江＝言上去こついては、複数の製剤を重複して投与されている方もおられ  

／J、＿こ∴ノ ⊥、∴‖上、のべ人数としている）  

（3）元患者の万へのお知らせの状況  



、ノブJ才てノ  

投与年について直答があった元患者数の投与年別の内訳及び特定製剤の投与年別の内訳  
1  

人数  

J  

芦投与軍 ”  特定製剤涼  

臣  合計  クリスマシン  PPStラー ニ コーナイン  

FP  
チャク   （ミドリ十字）   

L▼  0人  0人   0人  

口48壬三  0人  0人   0人  

l 昭和49年    4人  4人   0人  

昭和50年  4人  4人   0人 

7人   tO人   7人   0人  

4人   0人   4人  0人  
68人   56人   0人   7人  

77人   61人   12人   0人  

112人   7人  

150人   118人   5人  

221人   156人   25人  

148人   15人  

176人   108人   21人  

131人                         昭和57年              昭和58年    200人          i昭和59年         一      昭和60年    167人  122人  13∧  0人．  

ファ人   42人   6人  5｛  

22人   6人   O人  3人  

27人   2人   3人  1人   

昭和6こ去年  

24人  14人   

／平成元   勾三  

平成2年  8人   

12人          平成3年    3人  3人   

平成4年  
4人  2人   

】 平成5年  1人  0人   

6人  平成6年  0人   

r 平成7年  
L＿「▼．．，．．＿‖＿．＿＿〉．‖＿＿  6人  

平成8年  ア人  
ー               平成9年    16人  

平成10年以縫    183人  

※「特定フィブリノブン製剤及び特定血洩凝固第IX因子製剤によるC型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給   
に関する終；三r「措置法」に規定する製昇   




